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トレイル文学と ｢場所の感覚｣

-アパラチアン･トレイルと現代アメリカ文学一

星野 勝利

Standinawoodsandyouonlysenseit.They

areavast,featurelessnowhere.血ュdtheyaredive.

-BillBryson,Aレ拍u血tbeWood,1998

AsIwa止くedtheTrail,everyrnountainlwent

overbecameapartofme.

一式enyWinters,レ物 Home,2001

Ioncereadthat〝Moose〝wasthelastWord

舟omthelipsofthedyingHenryDavidThoreau.

--RobertA.Rubin,CTItheBeatenPa的2001

1.はじめに

アメリカ合衆国には ｢トレイノLitrait)Jということばがよく似合う｡ミズーリ州イ

ンデペンデンスからロッキー山脈を越えて太平洋に到る道で､開拓の歴史を受け継

ぐ ｢オレゴン･トレイノL(OregonTrai1)｣.スペイン蘭時代からメキシコやカリフォル

ニアとミズーリ川周辺の開拓地を結んだ通商路 ｢サンタ･フェ･トレイノtiSantaFe

TraiD｣｡アパラチアの故郷を追われたインディアンのチェロキー族が､苦難の涙を

流しながらオクラホマに向けて辿った ｢トレイル･オブ･ティアズ作ranofTears)｣

(涙の道)｡よく知られるこれらのトレイルは､それぞれが固有の歴史と固有の背景

を抱える｡

アメリカ人の相生の一つとして ｢モビリティ (流動性･移酬生)｣が指摘される｡

住居や土地所有のモビリティ､職業や地位のモビリティなどである｡アメリカ人に

顕著なこの特質は､北米大陸西部の未開の ｢荒野 (wildemess)｣の存在と無関係で

はない (津神､18)｡ターナーが提示したいわゆるフロンティア理論によれば､アメ

リカ人の精神構造や社会構造の基本的な部分は､この ｢荒野｣との関係の中で形成

されてきた｡

形成の過程は必ずしも単純な軌跡を描くものではなかった｡たとえば､17世紀



76 『岩手大学英語教育論集』

東部ニューイングランドの詩人マイクル･ウイグルスワースにとって､この｢荒野｣

は､そこへの ｢モビリティ｣を誘発するような魅惑的な場ではなかった｡むしろ､

その対極としての ｢軌 や r悪魔｣の世界であった (Smith,3-4)0

Awasteandhowlingwildemess,

Wherenoneinhabited

Buthellishユiends,andbrutishmen

Thatdevnsworshiped.

しかし､時代を下ると､この視睦も変化する｡18世紀の詩人テイモシー･ドワイ

トの目には､この ｢地獄｣や ｢悪魔｣の世界が､一転して､祝福された ｢天国｣､目

指すべき ｢ホーム｣となる(Sm帆 10)0

Au,hail,thouwestemworld!byheavendesign'd

Th'examplebright,torenovatemankind.

Soonshallthysonsacrossthemainlandroam;

Andclaim,onfarPaciacshores,theirhome.…

遥か太平洋まで視野に入れたこの視点は､時代を下って19世紀に到ると､さらに

一層強固なものとなる｡｢開拓者よ､おお開拓者よ(PioneefS10h,Roneersl)｣で｢荒

野｣の開拓者への熱い想いを歌ったホイットマンは､｢インドへの旅(Passageto

India)｣では､ドワイトと同様､太平洋の彼方の地インドを視野に入れ､｢大道の歌

(TheOpenRoad)｣では､目の前にひろがる長大な ｢道(road)｣に自ら歩みでる存在

となる｡

Afootandhght-heartedItaketotheopenroad,

Healthy,斤ee,theworldbeforerTle,

Thelongbrown pathbeforemeleadingwhereverIchoose.

｢インドへの旅｣や ｢大道の歌｣にアメリカ的モビリティの典型が見られるとす

れば､その具体的表象は､｢旅(passage)｣であり､｢道(road)｣であり､｢路(path)｣で

ある｡いずれも ｢トレイ)VJに類似することばである.アメリカ文学には､これに

関わる作品が少なくない｡隻脚の船長が鯨を追って七つの海を旅する『白鯨』､少年

ハックと奴隷ジムがミシシッピーを下る『ハックルベリ･フィンの冒険臥貧しい家
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族がオクラホマからかノフォルニアまで夢を求めて移動する『怒りの葡萄』､バスや

車やヒッチハイクで若者が移動で激しく移動する『路上』｡いずれも ｢旅｣や ｢道｣

の世界と深く関わる作品である｡

アメリカ的 ｢トレイル｣もまた文学と関わる｡その関わり方は､具体的にどのよ

うなものかoまた､その場合､｢トレイル｣としての一個の ｢場｣は､はたしてどの

ような意味を持つものなのか｡

2.旅行文学とアパラチアン･トレイル

文学のジャンルの一つに旅行文学がある｡文字通り｢旅｣を素材とする文学 (書

き物)である｡歴史は古く､射程も広いOエリック･リードによると､西洋旅行文

学の最も古いものは､紀元前約2500年頃のウルクの王ギルガメシュの旅を歌ったギ

ルガメシュ叙事詩(G弛訂neShEpic)である (リード､10)｡ギルガメシュの旅は､英雄

としての名声と栄誉を求める冒険の旅であった｡この叙事詩以降､歴史的には無数

の旅の書き物が残される｡エデンの園から旅立つ旧約のアダムとイブの物語､地中

海を行くイリアツドとオデッセウスの旅､中世のおびただしい騎士物語など､旅の

模様はさまざまであるものの､いずれも旅を語る書き物である｡

20世紀アメリカで形成された ｢アパラチアン･トレイル仏ppalachianTrail)｣は､

古代ウルクの地でもなく､エデンの園でもない｡騎士が歩んだ中世都市の街道でも

ない｡ペントン･マッケイの ｢地域開発計画｣を出発点として形成された森の中の

道､すなわちアメリカ東部アパラチア山脈を南北に縦断する長大な登山道である(荏

1)｡第二次世界大戦後に完成し､公的にも認定されたこの登山道 (ハイキング･コ

ース)は､歴史的に見て､文学の世界と無縁ではない｡18世紀の植物学者ジョン･

バートラムは､アパラチア地方の植物の生態を観察するとともに､この地の風土や

インディアンの生態を旅行記に詳細に書きとどめているし､植民地バージニアにつ

いて記したトマス･ジェフアソンの書き物もこの地に関わるものである｡ニューイ

ングランドの山岳地帯を素材とするホーソンやメルヴィ,)Lの物語もこの例外ではな

いし､ニューハンプシャーやバーモントの自然を歌ったフロストの詩もアパラチア

山脈という広大な地理的空間と関わるものである (Marshal1,6-7)｡

アパラチア山脈に関わる過去の書物はさておき､現在では､｢アパラチアン･トレ

イ)LJそれ自体を直接的対象とした書き物も少なくない.これらの多くは､このト

レイルを歩くこと､すなわちの ｢旅｣することについて､様々な角度から記したも

のである｡この意味では､これらの書き物は､ギルガメシュ叙事詩や旧約の物語あ

るいは中世騎士物語に連なる ｢旅行文学｣の一つである｡

ビル･ブライソンの 『森の旅』(BnlBIySOn,AWauhtheWoods,1998)は､中
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年の二人の勢性のアパラチアン･トレイル体験記である｡この作品はいくつかの点

でマーク･トウェインの 『ハックルベリ･フィンの冒険』を想起させる｡もちろん

二つの作品には相違点もある｡前者は森 (トレイル)の旅であるのに対し､後者は

川 (ミシシッピー)の旅であるo前者の旅がジョージアからメーンへ向かう北上の

旅であるのに対し､後者は､ミシシッピーを下る南下の旅であるo中年男二人の道

行きは､笑いとユーモアに溢れたもので､さながらドン･キホーテとサンチヨ･パ

ンサの旅の趣である｡しかし､二人の人間が旅をする構図そのものは､ハックとジ

ムの川下りのそれに類似する｡

しかも､『森の旅』の冒頭には､読者に向けたことばが配されている｡内容はあり

ふれたもので､｢本書は著者の体験を語るものであるが､人物名などはプライバシー

保護のために変えてある｣というものである｡ただし､著者は､これを r拒否の言

葉｣として記している｡『ハック』の巻頭には､読者に向けた ｢警告のことば｣が置

かれている｡｢物産に動機をさがすものは告訴､教えを求めるものは追放､筋書きを

ほしがるものは銃殺｣という物騒なものである｡ユーモア作家トウェインの面目躍

如であるが､『森の旅』冒頭のr拒否の言葉｣は､なにやらこの告訴と追放と銃殺杏
予告する『ハック』の ｢警告｣のことばのパロディとなっている趣がある｡

中年男二人の旅は､トレイル全体を数ヶ月かけて一気に踏披するいわゆる ｢スル

ー･ハイカー (thru-hker)｣の旅ではない｡折に触れトレイルへの出入りを繰り返

すもので､気ままな旅である｡物語はこの次第を､おもしろおかしく､ユーモアあ

ふれる禎点で語る｡ただしこの旅は､これだけでは終わらない｡肥満体の同才諸 と

の涙と笑いの道行きは､同時に､アパラチアン･トレイル自体の探求の旅でもある｡

旅の次第を喜劇的に語る物語であると同時に､客観的視点から､トレイルの歴史や

地理､気候や風土､動物や植物､登山者の生態､地域開発との関係などを語る科学

的探求講である｡

このような作品としての『森の旅』の語り手は､著者自身と限りなく重なり合う｡

作中人物の名前古出勤酎ヒされているものの､語り手自身が認めているように､本書

は著者の個人的体験に基づく物語である｡注目したいのは､これを語る時の語り手

(著者ブライソン)の視点のありようである｡とくにトレイルについて語るときの

それである｡たとえば､アパラチアン･トレイルに入った動機のひとつは､酸性雨

による森の消滅の危機であったという｡これを語る著者のことばは､きわめてエコ

ロジカルなものであり､真筆で､かつ悲劇的でさえある｡

Andtherewasamorecompellingreasontogo‥‥ lftheglobal

temperaturerisesby40C overthenextfiftyyears,asisevidently
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poSSible,thewholeoftheAppalachianwildernessbelowNewEngland

couldbecomesavanna.Alreadytrらesaredyinginfrightening

numbers…. Clearly,ifevertherewasatimetoexperiencethis

singularwi1demess,itwasnow. (4)

アイオワで生まれ､ジャーナリストとして20年以上をイギリスで過ごした著者は､

｢森｣や｢自然｣や｢荒野｣がアメリカで果たしてきた役割を十分に承知している｡

とりわけ ｢荒野｣が果たしてきた役割は大きい｡ウォールデン湖畔の ｢森｣と｢自

然｣のなかで平和な生活を体験したソーローが､メーン州のカタ-デイン山の ｢荒

野｣で体験した ｢こころの底からの狼狽感｣(45)は､その証左である｡人々の心を

｢300年間不安にさせてきた｣(同)この ｢森｣や ｢荒野｣は､克服されるべき対象

であり､都市近郊の｢森｣に生きた先達ソーローの視座は､｢なんとも退屈で鼻持ち

ならないもの｣(同)である｡著者がアパラチアの ｢森｣に入った背景には､このよ

うな思いがあった｡

ただし､『森の旅』の視座は､このようなアメリカ的 ｢森｣や ｢荒野｣をすべから

く維持すべきというものでもない｡非営利団体ATC(AppalachanTrailCordTerence)

を中心に維持管理される現在のトレイルの在り方は､著者の見るところ､トレイル

と人との接触を極力避ける視点に立つものである｡この視点は､アメリカ人の偏向

した自然観を示すものであり､完壁に人工化するか､あるいはそのまま放置するか､

という ｢二者択｣性 (either/orproposition)｣(200)を内在させたものである｡ヨー

ロッパの都市公園の快適な空間を体験した著者にとって､公園的なものは､第-に

快適な空間でなければならない｡したがって､アパラチアン･トレイルも､｢すべて

が荒野ではなく､草を食む牛や耕された畑が散在するようなもの｣(同)であること

が望ましい｡レクリエーションの場である限り､そのあるべき姿は､適度に管哩さ

れた牧歌的な世界である｡

ただし､これは､ヨーロッパ体験によりもたらされた感覚でもある｡長明にわた

る山行きから下界に降りた語り手は､最終的に次のような感懐を胸に抱く｡旅行文

学としての 『森の旅』が最終的に確認するのは､｢森｣と｢自然｣と｢荒野｣が､現

代のアメリカにおいても果たしているその不思議な力の再発見である0

Igainedaprofoundrespectforwildemessandnatureandthe

benigndarkpowerofwoodS….IdiscoveredanAmericathatmillions

ofpeoplescarceレknowexists.(274)
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3.救済としてのトレイル

かつてファラオが支配した古代エジプトは､地中海他方に住む人々にとっては哲

学的巡礼の中心地であったという｡古代ギリシャやローマの人々にとって､エジプ

トの神オシリスは､生活の糧としての食料の産みの親であるだけではなく､占星術､

天文学､数学､音楽等､いわゆる学問の世界の産みの親でもあった｡人々にとって

ナイル河畔の地は､叡智の泉の涌く場所であり､そのような聖なる場所として､人々

はこの地を訪れることになる｡いわゆる巡礼の始まりである (リード､179)｡

聖なる場所あるいは霊的な場所を訪ねる旅は､洋の東西を問わず､古くから行わ

れてきた｡パレスチナやメッカ-の巡礼の旅はこの例であるし､四琴酎Lやお伊勢

参りも同様である｡この旅は､文学の格好のテーマともなる｡チョ一一サーの 『カン

タベリーづ勿語』(1393)は､聖地カンタベリーに向かう巡礼一行が紡ぎ出す物語集で

あるし､バニヤンの『天路歴程』(1678)は､巡礼の旅に出る丁.一組の夫婦の心の内奥

を語る寓意物語である｡

ケリー ･ウインターズの 『ウオーキング ･ホーム』(Keuy Winters,峨

Home,2001)は､一種の巡礼物語である｡巡礼の場は､アパラチアン･トレイルで

ある｡スルー･ハイカーとして長大なこのトレイルの蹄政を目指す一人の女性が､

同時に､森の中を歩む一人の巡礼となる｡

『天路歴程』の主人公クリスチャンは､ある日突然､妻を捨てて巡礼に出る｡『ウ

オーキング･ホーム』の語り手も､ある日突然､夫を捨てて､アパラチアの森に入

る｡背景には､夫との心理的離別がある｡敵別には､複稚な経緯がある｡これらに

ついて語り手は､率直に語る｡幼児期の父親との生活､成年時の放浪､同性愛体験､

不幸な結婚生活､等々｡これらについて語り手は､赤裸々なまでに率直に語る｡語

ることが､宗教的告白と化している趣もある｡

この語り手にとって､確かなことは､アパラチアへの旅が､一つの ｢場所｣を目

指す旅であることである｡この ｢場所｣とは､個 者的､心理的､精神的な場所｣､

すなわち ｢自分が辿り着くべき場所｣(8)である｡具体的には､自分にとって ｢家

(ホーム)｣(219)となるべき場所､である｡したがって､トレイルを辿ることは､

｢どのような場所であれ､そこに辿り着くことを信じながら､家を目指して巡礼の

旅をすること(Travehghome,trustingthispilgrimagetoleadmethere,whereveritmay

be)｣(219)と同義となる｡

｢ホーム｣という｢場所｣を求めて歩く中で､語り手はさまざまな体験を重ねる｡

はるか北の終着点メーン州カタ-デイン山を目指して連日山を歩くことの苦しみと

楽しみ､女一人の山旅の怖さ､襲ってくる怪我や病気､見あたらない山小屋を求め
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て文字通り泣きながら歩く体験､人との出会いと別れ､トレイルを横断する道路で

のヒッチハイクの体験､等々｡これらの体験ビともに､内面の世界､心の世界､感

覚の世界も､率直に語られる｡快晴微風の山頂でも拭いきれない ｢こころの平和な

充実感を維持すること｣(93)への不安感､山に入って約1ケ月後､バージニアのダ

マスクス近辺で感じ始めた ｢自分の中で何かが変わりはじめている｣という ｢地下

深く漁れる川｣(141)のような微妙な感覚､｢生きて､感じて､深く感知すること-

肉体的にも､情緒的にも､精神的にも重荷を下ろし､笑い､歌い､交わること｣(216)

という､自分の目指すこころの世界｡

ブライソンの『森の旅』に比べれば､『ウオーキング･ホーム』は､はるかに主観

的､情緒的である｡ときには感傷的でさえある｡作中で語り手は ｢メンタル･エコ

システム｣(317)ということばを用いる｡自己の精神を安定させる情緒的システム

として､である｡これによると､彼女の ｢メンタル･エコシステム｣が受け入れる

人間は､｢宗教的熱狂者､政治的過激派､暴徒､そして不法侵入者｣(同)などであ

る｡『森の旅』が自然環境としてのエコシステムに目を向けているとすれば､『ウオ

ーキング･ホーム』の視線の先にあるのは､人間中心の世界である｡この意味でこ

の書は､エコセントリズムというよりも､むしろホモセントリズムに傾斜した書で

ある｡

｢旅｣(travel)の語源 〝travad〝には､｢苦労､苦痛､JL痛､陣痛｣などの意味が

ある(リード､7)｡否定的な意味を内包したこの概念は､｢旅｣に内在する古典的特

質を示唆する｡｢寵｣とは､本来､｢苦労｣や ｢苦痛｣と背中合わせであるが､この

ような概念は､時代とともに､｢自由｣や ｢開放｣あるいは ｢快楽｣の意味を†胡口し

ていく｡現代では､｢旅｣の意味が､｣投的に後者に傾斜していることは自明である｡

『森の旅』の旅は､現代的旅である｡中年男二人の旅路は､楽しく愉快な開放性

に満ちみちている｡一方､『ウオーキング･ホーム』の旅は､明らかに古典的である｡

巡礼の旅を強く意識する語り手は､道中ときには涙を流し､ときには賛美歌

("JhazingGrace〝)に口にする｡ところが彼女は､旅の終点となるべきカタ-デイン

山を目前にして､突然トレイルから下りる決断をする｡半年近く歩き続けてきたト

レイルから､である｡理由は明確である｡｢巡礼の目的地として目指した場所､その

場所に到達したから (I'vereachedthe〝place,〟theplaceIvowedtogo,thegoalofthe

pn如 nage)｣(311)であるo現実にはどのような場所であれ､彼女が目指した場所

は､｢骨の奥義 (deepdowninmybones)｣で ｢完壁さ(completeness)｣(同)を感じ取

ることができる場所であった｡このような場所であれば､その場所は､必ずしも地

図上の終着点でなくてもよかった｡

彼女にとって ｢場所｣とは､こころの世界､精神の世界にはかならない｡『天略歴
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程』のクリスチャンのように､あるいはその妻クリスティア-ナのように､彼女は

ただひとり､アパラチアの森に入る｡延々と続く森の道は､たしかにサタンや悪霊

の抜雇する世界であり､克服すべき苦難の道であった｡しかし､彼女にとってこの

道は､自分の血肉と化すべき道､しかも､自己救済の場となる聖なる道でなければ

ならなかった｡森の中で目指す ｢場所 (ホーム)｣をついに発見した彼女は､次のよ

うな感覚に襲われる｡

Ifeelhuge,asifeverymountainl'vewalkedoverisinsideme,and

noonecanevertakeitawayormal(emcfbelsmallagain.(311)

4.虚構としてのトレイル

チョ-サーの 『カンタベリー物語』は巡礼物語である｡四月のある日､ロンドン

の旅龍に集まった29人の巡礼が､旅の退屈しのぎに､それぞれ個別の物語を語る｡

巡礼のなかには､騎士あり､従者あり､粉屋あり､百姓､商人､料理人あり､船乗

り､修道士､医者もあり､さらに､機織り女､免罪符売り､司祭､修道士､学生あ

りと､王様と乞食を除く当時のイギリス社会の構成員を､はば網羅する多彩な顔ぶ

れとなっている｡この巡礼たちが､宿主の司会のもと､それぞれ自分の物語を開陳

する｡これが中世イギリス最大傑作の基本構造である｡

ロバート･ルービンの 『踏みならされた道』(RobertAldenRubin,CntheBeBteD

Pa的2001)は､中世の大作 『カンタベリー物語』をかなり意識した作品である｡著

者ルービンは､新婚旅行として､徒歩によるカンタベリー詣でを実際に試みただけ

ではない｡作品中でも著者は (上記二作品と同様本書も著者自身の体験を一人称で

語る構造を持つ)中世イギリスのこの物語に触れる｡四月のある日､日々の仕事を

なげうってアパラチアン･トレイルに向かった著者は､次のように､『カンタベリー

物語』冒頭のことば ｢四月の大地に降る心地よい雨が三月の冷たい大地に深くしみ

込むとき- ･｣を思い浮かべる｡

Aprilseemsagoodtimeforpenanceandfreshstart. lt'Swhen

ChaucerwroteaboutCanterburyPilgrims,whofrom everyshire'Send

soughttheroadFrom Winchesterknown asthePilgrim5'way:

レ娩eDJ4pd'ssweetShoweIs如 eloot-deeP鮎 dγMud

cjm,

ty:ben.SmanbhldshT7PTOlietbedsongsandsJeepwl'de-1eyed
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tjlTOughthemd]t,

LjzeDPOPlelongtogoon励

07d蜘 seekstwgeshop:slhscatteTed血7ds.(20)
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これだけではない｡山に入る当人は､すっかり詩人気取りである｡アパラチアン･

トレイルでは､ハイカーがニックネーム (トレイル ･ネーム)でお互いを呼び合う

ことが習慣として定着している (Luxenberg､14)｡チョ-サーの詩を思い浮かべつ

つ山に入る本人は､オンライン詩人グルーフ切ひとりとしてすでに使用していたニ

ックネーム ｢へl義寺人 (付lymin' woml)｣を､自分のトレイル ･ネームとして迷

わずに選択する｡日頃から現実に詩作を試みている本人は､山小屋の宿帳にも ｢へ

ぼ詩｣を書き残すことを日課とする｡たとえば次のような詩である｡

TheWonwentsouthtoSp血gerMount,

bumingdlhisridges,

hsnextsixmonthsaseriesof

Appalachj孤ridges_ (6)

詩の出来映えはさておき､そのこころは､すっかり旅行く芭蕉である｡詩人とし

てのこの視座は､作中至る所に顔を見せる｡エピグラムには､チョ-サーやエリオ

ット､バニヤンやホイツトマンのことばが並び､マロリーの ｢アーサー王物語｣の

聖杯伝説の話 (69)や､ミルトンの 『失楽園』のサタンの話 (101)､あるいはジョ

イスの 『ユリシーズ』のモリー･ブルームのことば (102)などが､道行きの語りの

中で姿を見せる｡詩人にとって個人的に身近な存在であった作家アニー･ディラー

ドの ｢ティンカー ･クリーク｣の風景の話 (105)なども､さりげなく言及される｡

森の中での点rJIf行為だけでなく､語り手の意識の流れそのものも､きわめて文学的

である｡

この意識は作品構造にも反映される｡本書で目立つのは人間観察の豊かさである｡

自分を送り出す妻のこと､同行者のこと､山道で出会うさまざまな人のことなど､

語り手としての詩人は､これらの人々について､豊かな人間観察を展開する｡この

意味では､『ウオーキング･ホーム』と同様､本書はホモセントリックな傾向の顕著

な作品である｡ところが､ホモセントリックなこの観察は､同時に､きわめて文学

的な観察でもある｡

たとえばこの語り手の目には､山で出会うさまざまな人々は ｢山道を曲がる毎に

その人の姿が見えてくる物語の中の登場人物 (Charactersinastory thatwillurdold
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witheachnewtuminthetrai1)｣(18)にはかならないoしかも､トレイルを歩く行為

自体も､この詩人にとっては文学的行為にはかならない｡日 反々復される山歩きは､

一定のリズムを持つものであり､このリズムは､｢夜明け｣｢朝｣｢昼｣｢晩｣という

四つの枠組みで繰り返されるものであり､内容的には､旋律､変奏､対位法､クレ

ツシェンド､デイミニユエンド､アレグロ､ラルゴ､モデラート等と､音楽的リズ

ムとも連なるものである｡ところがこのリズムは､詩人の見るところでは､｢物語の

リズム (story'srhytlm1S)｣(31)にはかならない｡毎日体験する新たな出会いや別れ

の営みは､つまるところ､反復される 闇 story)｣なのである｡

このような目で語られる本書は､いわば文学という枠組みを通して語られるアパ

ラチアン･トレイル物語である｡中味は多様である｡通学する子どもたちの姿に無

機質な未来のサラリーマンの姿を見てしまった時の心理的衝撃､ニューヨークのジ

ャーナリズムの社会を捨ててトレイルを選択した自分の行動､トレイルで出会った

人々のこと､若者のこと､環境学者のこと､ドロップアウトする者のこと､山小屋

管理人のこと､そして､天険のこと､風景のこと､動植物のこと､そしてまた､自

分を送り出してくれた妻のこと｡自称｢へぼ詩人｣は､心の世界を明かすとともに､

これら多様な ｢物語｣についても雄弁に語る｡

ただしこの語りは､このような内容で終始するわけでもない｡ブライソンの 『森

の旅』のように､詩人の目は､アパラチアン･トレイルそのものの在り方や役割に

ついても向けられるO山に入って約1ケ月､ノースカロライナのグレート･スモ.

キイー ･マウンテン国立公園を北上する詩人は､酸性雨と昆虫により荒廃した枯れ

木の山肌に強く心を打たれる｡山に入って約4ケ月､ペンシルヴァニアのブルー･

マウンテンを下り､デラウェア川の近くに達した語り手は､そこで亜鉛汚染の現場

を目にする｡目に入ったその世界は ｢腐敗物の集積したトールキエンの 『ロード･

オブ･ザ･リング』の地獄の世界｣(154) にはかならないものであった｡

終着点カタ-デイン山を前にして､詩人は次のように思いめそらす｡アパラチア

山脈を貫く長大な森の道を旅することは､｢荒野｣を夢見ることに等しいことであり､

これは､アメリカ人にとっては､幼児期から繰り返し刷り込まれてきた ｢もっとも

原初的な物語｣､すなわち ｢国家的物語｣にはかならない｡

Perhaps,allalong,wehavebeendreamingofwl'Jdemess,ofthat

mostpn'mel侶]oFston'es. lfyougotothewl']dem ess,ifyouclimbto

themountaintop,ifyousailawaytotheforestsavage,Surelyananswer

willpresentitself..._Tt'stjleDatl'oDaJstol-yWeWeretaughtwhile

growingup,afteral1.thePilgrimfathers,thegreatpushwest,Lewis
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andClark,DanielBoone,Brigham Young_ (223,myitalics)
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5.おわりに

『森の旅』でブライソンは､19世紀アメリカの風景画家デュランの絵 ｢葡似の精

神｣(AsherBrown Durand,Ja7dedSpb7'ts,1849)に触れる｡未開の峡谷の峨々たる風

景と､突き出た巌の上に立つ二人の人物の絵である｡絵の舞台はキヤツキル山の峡

谷､たたずむ二人は､詩人ブライアントと風景画家トマス･コールである(Novac,15)0

ブライソンはこの絵の背景に注目する｡木の葉越しにかすかに姿を見せる遠方の

山々の青くかすんだ山並みの風景､未だ人の手の入らない崇高 (サブライム)な自

然の世界である｡この世界を前にすると､ブライソンは､そこに踏み込みたいとい

う思いに強く駆られるという｡この思いの強さは､｢人に話すことは不可能｣(116)

ともいう｡

19世紀アメリカにおける ｢西｣の世､｢自然｣の世界､あるいは ｢荒野｣の世界

は､夢と希望の明るい世界であった｡17世紀のピューリタン詩人が ｢悪魔｣の住む

世界とした r荒BJは､19世紀においてはその役割を逆転させている｡デュランの

絵 ｢類似の精神｣は､アメリカの自然を詣った詩人ブライアントとハドソン川近辺

のピクチャレスクな風景を好んで描いた風景画家コールの精神の類似性を示唆する｡

未踏の山並みに熱い視線を向ける精神である｡

1842年の夏､ニューイングランドの奥地を旅したボストン生まれの青年フランシ

ス ･パークマンは､未開の奥地の風景を愛でるとともに､そこに住み始めた ｢豚の

ように米野 で卑しくて愚かな輩 (やから)たち｣のことを半ば軽蔑の目で記してい

る｡しかし､後に『オレゴン･トレイル』(1847)の作者となるこの青年は､西方に

ひろがる｢森｣の世界に熱い思いを寄せ､｢私の思いは常に森にあり､森へのあこが

れで寝ても覚めても夢見じ地であった｣と記している(Smith,53-54)｡

アパラチア山脈は､アメリカ大陸西部の世界ではない｡アパラチアン･トレイル

も､オレゴン･トレイルやサンタ･フェ･トレイ)h あるいはトレイル ･オブ･テ

ィアズ (涙の道)のように､西に向かう道でもない｡アメリカ東部を縦断する南北

の道である｡形成されたのも20世紀に入ってからである｡ただしこの道はアメリカ

の歴史を反復する道である｡そこを歩むブライソンやウインク.ズやルービンがい

ずれも ｢類似の精神｣の持ち主であることは確かである｡
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荏

1."TheAppalachianTrail,thelongestcontinuousrecreationalfootpathinAn erica,

perhapsintheworld,linkstogetherallthedisparatebutneighborレAppalachianmountains

andpeoples.1toriginates(汀you'reheadednorthward)atspringerMt.innorthemGeorgia

andtemlinaLteS,汀youwakal12,150-somemi1es,atopmi1e-highMt.Kat血dininnorthem

Maine. Passingthrough fourteenstates,itservestherecreationalneedsofthemost

intenseかpopulatedregionoftheUdtedStates.Theresultbothofagrandvisionofone

boldland-useplam er-BentonMacknye,ofMassachusettsandWashington,D.C.andof

endlesshoursoflaborbythousandsofvolunteerandgcIVerrmentWOrkers,The

AppalachanTrailisanationaltreasurè■(Emblidge,乃eノ蜘 (血 TIa17Headez;p.Ⅴ泣).
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